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論文内容要旨
マウス簸渡中に
5登丁の変動が血
してきた。即ち
れらの研究では
直接的な証閥は
 って,本研究では次の2点を墾らかにすることを欝的とした。
 ①畷丁の変動と撤小板との関連性
②撫小板反応に
リン,多彩な抗炎
 として知られるエストロゲンの麟投与
1方法lBALB/cマ
と血中血小板敷を測定した。また,この反応
[結果1①マウス
た。LPS常盤依
5HT増加後まも
での5琶丁の減少
 循環礁液中に戻ることを示すものと考えられた。
②5翼丁濃度を指
ず,婚環廠液中へ
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霧向がみられた。ヘ
 となった。
 1考察3本研究の結果から次のことが明らかとなった。
①LPSに対する血
 積を定量的に追跡できることを示す。
②LPSによる血小
彪吻。での有効性を評領する上で有用な方法であるこ
以上の知見は,septicsh
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マウス濾液中には
LPSを薄注すると
小板の挙動を反映
反映するとの直接
マウスにκ勧吻
を測定した。また
表的なアスピリン
艦小板への作用が
 とを試みた。
本研究の結果,①
ら減少する,②L
よび肺での5RT増
じる両臓器での5
した後,5RTを保持
に及ぼす影響につ
集積の抑制のみな
減少させる傾向が
 ることが明らかとなった。
本論文で示され
応が磁丁を指標と
初めて示したもの
を調べることが抗
 理学的にも意義深いものと考えられる。
以上示したとおり
るものと考える。
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